
ツメタガイの穿孔部f立の観察
樹

した際も、 '/!J干狩の聞につとめて穿孔貝を拾うことに
した。亡の場合はハマグ 9 7個、アサ 9 5個、カガミ
ガイ 3個、オキνジミ 2筒、オオノガイ、ナミマガジ
ワ、少Jレボク 1個づっで合計20個で、ハマグリの多い
のが特に目立ったのであった。その後9 月初日の22号
台風では、ヲr Y Vヨクヲュ、スナヒトデ、イ Y アヲモ
チなどにまじって、加害者のツメタガイの打ち上げら
れたものが、珍らしく多かったので、とれき暑いと拾っ
てきて解剖したり、写生したりした。しかし穿孔に関
係の深い酷液分泌の機構や、貝殻溶解作用について
は、何らのヒ y } も得ることができなかった。 2 E1置
いて再び須磨から塩屋へ穿孔貝の採集に出直す。キジ
ヤゴが非常に多い。その中に確かに被害孔をもったも
のが 5個あった。カニモ Pガイ、エゾタマガイ、ヲミ
ニナにも穿孔されたのがあったが、二校長のそれはほ
とんど無かった。これは不思議と言えば言えぬことも
ないが、これによっても時によって同じ場訴でも、採
集品に著しい相違のあることがわかる。一昨年暴風の
後で舞子から明石六歳谷海岸一糟に、アヨヤガイの幼
貝が、列をなして打ち揚げられていたのもこの例であ
る。以上数回にわたって採集した穿孔貝 171個を、種
類と左右に分けて見ると( 巻貝を除く〉

種類 右左
1. アナ 9 48 45 
2. アヅマニνキ .  0  
3. イジジジミ
4. イヨメダν
5. オオノガイ
6. オキアサ 3
7. :;;tキジジミ
8. オテパガイ
9. 才ニアサリ
10. カガミガイ
11. カ3ガネエガイ
12. クチパガイ
13. ゴイナギ
14. コタマガイ
15. ナギガイ
16. サクラガイ
17. サルボワ
18. 五/オブキ
19.νラト 3ガイ
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タヱー〉台風と穴あき= 枚貝 さきに皇室声合風に次
いで大惨害を与えた、ジエ- Y台風の吹を荒した直
後、例によって海岸に打ち上げられた、海産生物の採
集を試みた際のζとである。須磨海岸へ出て見ると、
オオノガイやアメフラν、 トグモミヂガイ、ヤツデヒ
トデ、ワミケムν、ユムνなどが、アマモやミツデツ
ゾ、タオヤギソ夕、クロミノレ、サナダグサ、マメダワ
ラなどのも( 諜〉主主にまじって処狭きまでに散乱して
いた。肉のはみ出したミルクイ、イタボガキもあれ
ば、パカガイ、アナ 3などの生き貝も数多くあった。
その中にツメタガイのぎせいになった穴の開いた空き
殻もあった。ツメタガイが主として二' 校貝を震い、殻
頂に酸液を出してせん〈穿〉孔し、中の肉をむきぼり
食う海のギヤ y グであることは、余りにも有名である
が、なせ官頂を選ぶのか、果して殻頂だけなのかしら
と、ふと思ったので、これを調べて見るのも一興では
冶いかと考え、須藤駅前からーの谷、さらに西して塩
屋海岸までの問、手当り次第に穴あき貝と見れば、種
類の如何を関わず、破片でも片端しから拾いあげた。
ハマグ P、カガミガイ、ベ y ケイガイ、ワスレガイな
どにも、穴あき貝があった。家に持ち帰って点検した
が、穿孔の位置を現わす的確で簡単な、便利な方法が
案出できなかったので、貝の種類別と殻の左右を分け
ただけで、一応援本籍にA れて保存するととにしたの
であった。
昨年の繍足的採集昨年の 5 月3 日新憲法施行記念
固に博保を伴なって、高砂海岸に貝類の採集を行っ
た。川口から海水浴場跡へ、それからさらに西して、
ハマエYr夕、ハマヒルガ才、ハマニガナ、ハマボタ
フタ C少ない〉コクボタムギなど、塩生崎物の多い方
まで、かなり綿密に探したが、ネヂガイの実詮なもの
を麗たぐらいで、これという珍種は得られなかった。
そこで前のジエ- Y台風葬孔貝のことを思い出し、調
査の資籾を多くする意球で、補足的な採集に転換し、
穿孔良〈被葬孔員の意〉を集めることに専念した。二
枚貝ではアナ 918個を最多とし、 νオフキ 5個、ハマ
グ 9 3個、オキνジミ 3個その他で計44個、この外に
巻貝のクミユナに穿孔されたもの数個を拾うことがで
きた。越えて 5 月25日間じ高砂で仔われた、神戸生物
同好会の小中学生を主とした、海そうと貝の採集会に
指指導者としての広瀬教授( 神対室井( 兵庫高〉東
開頭部岡村( 兵庫高〉の諸先生と共に一行に参加
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¥  殻頂以外
殻頂部 前 方 | 後 方

右 39 4  36 
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言f 86 8  77 
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20. ;;tダレガイ
21 . タマキガイ
22. チ Dボダシ
23. ナミマガジヲ
24. ハイガイ
25. パカガイ
26. ハマグ D
27. ベシクイガイ
28. マツヤマヲスレ
却. モV オガイ
30. モモノハナ
31. ムラナキガイ
32. ヲスレガイ

計

ツメタガイの攻撃 ツメタガイは日中は海底の砂中
にもぐっているが、夜になると砂から上に出てはい歩
く。夏に海水浴場で捕えたものを、海水と砂をスれた
パケツに^ れて観察したが、外套践で貝殻の大部分を
おおい、入道雲〈積乱雲〉の発達するにも似た、もれ
もれと伸びる足は広く大きく、キノコのかさの闘いた
ものの感じであり、敏活な動作で巧みに砂中に潜入す
る。昨年12月に 2問、今年の正月に 1回魚市場から買
ってきて海水で飼育した際は真冬で多少運動の敏活さ
を欠いてはいたが、それでも夜には容器の外にはい出
したのであった。彼が二枚貝を麗う場合には砂中の相
手を足でしっかりおさえ、おもむろに二校長の殻頂付
近に、ロさきを当てて、得意の穿孔作諜を開始する。
貝にうがたれた穴の形穿孔は裁の外面の角皮膚、

小住層の表スロは大きく、内面の真珠層の方は小さく
て、単一なド 3ノレで聞けたものとは形が違い、断面で
は茶わんか皿の半切函を思わせる o 滑かなゆるい湾曲
で、旋盤ででも丁寧に削り取ったような、きれいな穴
あでるから、 f也の数理的な衝撃で無理に打ち抜かれた
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貝殻穿事Lの位置貝設への主宰孔は従来言われる通
り、だんぜん殻頂に多いが、それでも中にはかなり遠
ざかった位置にあるのが無いではない。しかしそれを
どう現わすかが問題だったのである。同じアナリにし
ても大小があり、形態的にも変異があって決してーょ
うではない。それに種類が違えばそれだけ形も異なる
ので、いよいよ表現が困難となり、計測の結果が不正
¥ 凝になる。そこで自分は穴の位置指示法として、不備
ではあるが簡便に突抱し得る点から、次のようにやっ
て見た。
1 . 貝殻を商用紙上に伏せ鉛筆でくま取りをして平

面図を書く。この図を土合にして殻頂の点を定め、そ
れから殻の外縁に尚って、貝殻をほぼ前後にニ等分す
る直線を 1;<伝引く。これを苦手孔位を定める中央基準鵠
とした。
] 1 . 次に殻頂からの距離を現わすために、前の基準

線を幾何的直線等分法によって 5等分し、この分点か
ら成長線的に外縁に平行に 4 線を引いて殻頂から外縁
に肉って 5区画を得る。
111 . さらに前後の位置を現わすために、基準線の前
と後とを、各々 4等分し、安定頂を中心に縁辺に肉って
放射助的に、類直線を引いて 8つの区画を得た。こう
して基線から前を + 1 - + 4、後を - 1 - - 4で現わ
すことにした。放射線7 ; t 伝で8 等分は2 等分を繰り返
えすので、簡単でやりやすいためである。
このようにするとカガミガイとかオキνジミのよう

な円い貝でも、スダレガイ、才オノガイのような長い
貝でも，パカガイ、ト Pガイのような大きいもので
も、ナクラガイ、オチパガイのような小さいもので
も、それぞれ形状大小に応じて、緯線的、経線的に穴
の位置を比較的正確に現わすことができた。以上のよ
うな方法で 1個 1個を計った結果を表示すると次のよ
うになる。



ものとは、ー見して容易に区別がつく。
察署Lについての要約以上のような諸点を総合し
て、次のようなことが要約し得る。
1. 
2. 競演とその付近〈第一成長繍娼圏内〉に最も

事事孔数が多いこと。
2. 中央基準線上とその直後の- 1区画内が援演に

は、全〈穿孔されていないとと。
以上ツメタガイの穿抗aについて、主としてき皇き鼓を
通じての罰規ij的な調べをして見たがなにしろ貝殻への
穿孔手段にしても、内部の肉を食べる方法にしても、
一切は砂のカーア y の中で行われることであり、行諜
中少しでも不自然な刺鍛が加われば、これらの進行を
停止するばかりか、急いでロさきも足も自分の設内に

次いで多いこと。 I引きとめるので〈実際は膨大な足の設内引きとみはそ
4. 中央基準線から前方には、きわめて少なし左| う急には行われないが〉その真相をつかむことはすこ

5. 殻頂から鼓の縁辺に肉って遠ざかるほど、急に| ことは、十分に慎しむべきことであるから、今後さら
穿孔の割合が少くなるとと。 Iに飼育もし、現地についての観察も行って、真の生活

6. 設の最舛縁で外套膜餓に当る部分より舛側に 1 機構を明かにして見たいと思う。

明 石 原 始 林
AKASHI VIRGIN FOREST. 

木 村 正 司

関右原始林は、また桜郷自然文化苑とも言われ、明| を、益々保護育成して、その利用に努め、人類文化に
右域の北側にある桜掘附近は、自然美豊かな、天然の l能う限りの貢献を、もたらしたいものである。

j，'の1>1)'
室障である。従って自ら縞物の生育にも適し、悠久の| 叉此処は古の昔より桜の名所でもある。因みに神代
音より、編物がよく繁茂して屋り、正に神秘的な自然| 時代の歌謡中に「さきくにさくらん、ほきくにさくら
の幽慈境をなしている。 Iん」とチクラを誉め祢えたことが、今に伝わる。泊戸
との附近は大昔より何等人工を加えず、自然のまま| 時代における、かの有名な、広居宣長の歌「敷島の大

の林相で、特に常緑広葉樹が多く、モチノキ科のモテ| 和心を人聞はば、朝日に匂ふ、山桜花」は、真に日本
ノキ、クスノキ科のヤプニッグイ、クスノキ‘ヲコギ l人の脳裡より忘れ得ぬ、誠に清いむを現わしている。
科のカクνミノ、ツパキ科のツパキ、モッコク、ヤマ ( 明石東高校教諭〉
モモ科のヤマモモ、ブナ科のアラガν、アカガν、イ| 追記、戦前の明石公園は大樹が密生し大原始林を恩
タジイ等がみられる。 Iわせていたが、大樹は総て戦争の犠牲となった。
話喜寝1萄では、カエデ科のタカオモミジ、ハゼノキ科| 特t' C . $ . 威の南面は平くから各種のものが栽値された。
のヤマハゼ、リュキュワハゼ、パラ科のヤマグクラ等| 例えばアメリカよりニレツパスイνョワ〈ラククジヨ
が自生している。 I ワ〉の巨木、中国からの徳〈チャンチン〉の巨樹、数

1;本のあること、イチイガνの巨樹多数のあること、ま
待繍林相をしている。而して都市には稀にみるl京始林| た議中にはヨーロッノミカミらのオオフサモ、圏内処には
であるから、天然記念物に指定して、縞物の舗島保護| トクネズミモテなどのあることは特記に価する。
区域とすべきである。 I また、ことの珍らしい植物にはオオパグミ、クパメ
多くの小鳥は、この樹林に集り、四季を通じて、小| ガνなどの巨樹、溝中のドクゼリの若手落は特に珍らし

烏のさえずりを聴き得る、まことに気持よいものがあ| い。
る。 I なお終戦当時まではニオイタデが若干. を作って生えて
かくして私共は、まことに得難い当苑の自然環境| いたが、現代は見つからないのは淋しいことである。
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